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　この計画では、地域で生活するすべての人が、安心して自分らし
く生活できる地域を実現することをめざしています。

　今日、地域では、社会的孤立の問題、外国人居住者の増加などに
見られる多様性への対応、非正規雇用の増加や物価上昇などを背景
とする貧困や生活困窮の問題など、日々、様々な問題が生じていま
す。そのため、地域の人々が互いに協力し合い、様々な課題を解決
していくしくみや人間関係づくりが必要です。

　つながりづくりを大切に、だれ一人取り残すことのない地域づく
りを進めていくことが、この計画がめざすところです。

【基本理念】

（町全体）

（中学校区）

　
　
　

（小学校区）

　
　
　

（町内会）

（自治会・区会）

・小学校区の地域資源や課題の共有
・小学校区での主体的な取組の推進

・町全体の課題の把握
・町全体での課題解決への取組
・第２層以下の支援、フォローアップ

・中学校区の地域資源や課題の共有
・ネットワーク構築
・中学校区での主体的な取組の推進

・町内会単位の地域福祉活動の展開

生活支援
コーディネーター

コミュニティ
ソーシャルワーカー

連携・協働

地域福祉計画がめざす姿

パズルピースのように、
人と人、人と地域など
のつながりを大切にし
ていきます！

　地域福祉を進めるために、地域を多層的に捉え、各層における推進体制や支援体制の構築
をめざします。

近年、高齢者、障がい者、若者世代など
の社会的孤立が問題となっています。だ
れも孤立することなく、つながりを実感
し、安心して自分らしく暮らすことので
きる地域をつくる必要があります。

様々な人が地域で生活している中で、お
互いのことを十分に理解できていないと
いう背景から問題が生じる場合がありま
す。お互いに理解を深め、配慮し合いな
がら、ともに暮らせる地域をつくる必要
があります。

生活に必要な情報が、十分に伝わってい
ない場合があります。必要な情報が届く
ように提供していく必要があります。

課題を有する人を地域で見つけて、必要
な支援につなげていくという地域福祉の
取組を進めていく必要があります。

地域とは

地域福祉の課題
つながりが希薄化しています

情報が伝わっていない

多様な人々が地域で生活しています

地域の課題を発見し支援につなぐ
ことが必要です
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行政

長寿会など

各種団体

社協

相談支援

学校・保育所

・学童

見守り活動

企業

サロン

民生委員

なじみの

店・病院

事業所

近隣との

挨拶

ラジオ体操

友人との

お茶飲み

ボランティア

・ＮＰО

関連計画の概要
この計画は、関連する３つの計画を内包して策定しています。

蟹江町重層的支援体制整備事業実施計画

　今までの福祉制度は、高齢者、障がい者、こども・子育て、生活困窮者といった対象者の
属性に応じて作られていましたが、実際には、例えば高齢の親と引きこもりの子どもによる
「8050問題」などのように、複合的な課題であるケースが増えています。
　こうした課題には、従来の制度では十分に対応できないため、対象者の属性を問わない相
談支援、多様な参加支援、地域づくりに向けた支援を一体的に行う重層的支援体制整備事業
を進めることが必要です。

（１）包括的相談支援事業
　高齢、障がい、こども・子育て、生活困窮の各分野で実施している相談事業において、包括的に相
談を受け止め、分野ごとの相談機関では解決が難しいケースは、適切な相談機関や支援機関と連携を
図りながら支援を行うことにより、町民の複合化・複雑化した支援ニーズに対応していきます。

（２）参加支援事業
　支援対象者の本人やその世帯の状況等を把握し、地域の社会資源とのマッチングを行います。また、
既存の社会資源に働きかけたり、既存の社会資源の拡充等を図ることで、支援対象者のニーズに合っ
た支援メニューを考えていきます。マッチングした後も、支援対象者のニーズが満たされているかフ
ォローアップしていきます。

（３）地域づくり事業
　高齢、障がい、こども・子育て、生活困窮の各分野で行われている既存の事業を活用し、世代や属
性に関わらず交流できる場や居場所を整備します。また、「人と人」、「人と社会資源」をつなぎ、地
域のプラットフォームの形成や地域の活動の活性化を図ります。

（４）アウトリーチ等を通じた継続的支援事業
　引きこもり状態や地域や社会とのつながりが希薄など、自ら支援を求められない人、支援を拒否す
る人など、支援ニーズを抱えながらも必要な支援が届いていない人に支援を届けます。

（５）多機関協働事業
　複雑化・複合化した支援ニーズに対して、複数の支援機関が主体的に協力し支援します。

海部南部成年後見制度利用促進計画

　認知症や知的障がい、その他の精神上の障がいがあることにより、財産の管理や日常生活
等に支障がある方を支えるため、成年後見制度の利用を促進する必要があります。

基本的な考え方
　成年後見制度の利用を必要とする本人が、メリットを実感できる制度運用となるよう、体
制を整備し、本人の地域社会への参加の実現を目指します。

基本理念
だれもが住み慣れた地域で安心して自分らしく暮らし続けることができ、
すべての人に役割と居場所があるまちづくり

基本目標
１　権利擁護支援が行き届くための普及と理解促進
２　権利擁護に係る相談支援体制の充実
３　権利擁護を通じた地域づくりのための体制整備

蟹江町再犯防止推進計画

　わが国では、刑法犯の検挙者の約半数が再犯者であり、その割合は上昇傾向にあります。 
こうした状況を踏まえ、犯罪をした人が孤立することなく円滑に地域社会に復帰できるよう
支援する必要があります。
　また、安全・安心な地域社会を実現するという視点から、再犯防止への取組を進めていく
必要があります。

取組
①　就労・住居の確保への支援
②　保健医療・福祉サービスによる支援
③　広報・啓発の充実
④　保護司及び関係機関との連携の推進 




